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球状トカマク装置LATEでは、図１に示すように
真空容器外側に設置した17本のフラックスループ
で計測した磁束をもとにプラズマ電流分布の推定
を行っている。LATEにおける電子サイクロトロン
波・電子バーンスタイン波による無誘導球状トカマ
ク起動においては、開いた磁力線構造での初期の平
衡電流や高速電子による非対称閉じ込め電流、磁気
面形成後のECCD電流、と異なる電流駆動機構を経
てトカマク形成に至るが、これらの電流分布を7つ
のパラメータ（中心位置𝑅𝑅0,𝑍𝑍0、小半径𝑎𝑎、縦長度𝜅𝜅、
三角度𝛿𝛿、ピークシフト指数𝜎𝜎、尖頭指数 𝛼𝛼）を持つ
次のモデル関数により表現する。 
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図 1 で は 、 𝑅𝑅0 = 0.23 m,𝑍𝑍0 = 0 m, 𝑎𝑎 = 0.17 m, 𝜅𝜅 =

2.0, 𝛿𝛿 = 0,𝜎𝜎 = 0,𝛼𝛼 = 1.0で合計1kAのプラズマ電流
が流れた場合の磁束分布を示している。図2(a)に、
𝛼𝛼のみを変化させた場合の磁束分布変化を𝛼𝛼 = 1.0の
場合に対する比としてプロットしている。𝛼𝛼の変化
により磁束分布はR=0.051mにおいて最大10%程
度、R=0.51においては最大5%程度変化し、磁束計
測から検出可能である。図2(b)には、仮にLATEの
センターポストを太くして、アスペクト比を3.0と
した場合の𝛼𝛼に対する磁束変化を示す。この場合、𝛼𝛼
に対する変化はA=1.34の場合の半分以下となり、
磁束計測精度への要求は厳しくなる。低アスペクト
比装置での磁束計測は電流分布の変化に対して敏
感であり、LATEでは磁束計測より上記の7パラメー
タを決定している。計測の詳細や求めた電流分布を
もとにして行った平衡圧力解析について報告する。 

 
図１：フラックスループ及びポロイダル磁束 
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図 2：𝛼𝛼を変化させた場合のフラックスループ位置での磁束分布の

変化（𝛼𝛼 = 1.0の時の分布を 1 とした場合の比） 

R=0.51m (outboard fluxloop)
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